
 

 

 

 

 

 

１０日（月）～１４日（金）  吉田中学校職場体験 

 

 

 

 

＊８月の予定＊  

 ８月２５日（金） さくら組お楽しみ保育 

 ８月２９，３０日 さくら組個人懇談 

 ※年間行事予定で８月に予定しておりました 

[きく組の個人懇談]は行いません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

７日（金） 

１４日（金） 

１５日（土） 

１９日（水） 

２５日（火） 

２８日（金） 

七夕の会 

たいそう教室（さくら組） 

一心祭り（さくら組） 

クッキング（さくら組） 

避難訓練 

誕生会 

 えんだより 

可愛保育園    令和５年 ７月号                 

＊暑くなり、水あそびやどろんこあそび、プール

が始まりました。髪の毛が長い子は、髪を結ん

できてください。 

＊飾りのついたゴムは壊れたり、お友達に傷をつ

ける可能性があります。また、ヘアピンはケガ

をする可能性があるので園には付けてこない

でください。 

＊カバンにキーホルダーなどを付けてくると、壊

れたり、無くなったり、お友達に傷をつける可

能性がありますので、付けてこないでくださ

い。 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

★さくら組★ 

室内では、大型積み木で秘密基地づくりをしたり、 

廃材で工作をしたりしています。 

戸外では、虫探し、鉄棒、太鼓橋、鬼ごっこが人気です。

きく組、ばら組と一緒に鬼ごっこや花いちもんめをして遊

ぶ姿も見られます。 

 

★きく組★ 

男の子はブロックで車やロボットを作っています。大きな

ものを作り、細かいところまで作りこんだりしています。

女の子はブロックで家を作ったりしています。寝る場所を

作ったり、机やいすを作っています。どちらも協力する姿

があります。 

 

★ばら組★ 

室内ではままごと遊びが大好きです。 

戸外では、最近鉄棒に挑戦する子が増えて、前回りや逆上

がりの練習をしています。 

 

 

★たんぽぽ組★ 

・パズル 

形がはまると「入ったー!」と喜んで、何度もはめる姿が見

られます。 

・ゆび人形 

指人形を全部の指にはめて遊ぶことにはまっています。 

 

★もも組★ 

戸外ではおままごと、押し車であそぶこと！！ 

室内ではボールやトンネル遊びが人気です 

 

★すみれ組★ 

 

押し車を押して歩くのが楽しいです。 

室内ではインターホンや電気など、スイッチを押してあそ

ぶコーナーが人気です。 

『今、うちのクラスは。。。』 

各クラスの担任へインタビュー！！ 

今月は《人気の遊び》です。 

保育園での様子をのぞいてみましょう☺ 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

目標に向けた取り組み 

もも組の積木遊びの一場面です。黙々と高く積み重ねたり、わざと

崩して楽しんだりと。作っては崩し・・・のくり返しで遊びました。

ひとつ積み重ねては「できた」という笑顔で一緒に喜びました。 

 

豊かな感性 

・・・キラキラのまなざしで、楽しむ子ども 

子どもたちの思いに寄り添いながら、 

子どもたちの豊かな創造力を信じ、 

十分に発揮できる環境を作る 

感じる・気付く力 

キラキラ 

「園所長等運営管理協議会」において、お茶の水女子大学特任教授の

宮里暁美先生は「幼児期は周囲の大人からの愛情ある関わりの中で『守

られている』という安心感に支えられ、自発的な活動として遊びを通じ

て生涯にわたる人格形成の基礎を築いていく時期である」と、幼児期の

教育・保育の役割について教えてくださいました。 

・子どもは「自ら」育つ 
子どもは、生まれたその時から、主体的な存在。 

・笑って、遊んで、うれしくなる 

子どもは「面白い」が好き。「面白い」を見つける名人。 

その気持ちは、隣にいる誰かと響き合って、笑いが広がる。 

笑いが広がってうれしくなる。 

・子どもは「探究」する 
ゆっくり取り組める時間と場所と仲間がいれば「探究」は深まっていく。 

・子どもは遊びの中で育つ 

心が動き、イメージがわきおこると、遊びが生まれる。 

同じ楽しさを味わう仲間が集まって、遊びが広がる。 

研修報告 

ひとりの遊びが友だちとの共同作業に広がっていきます 

上に高く積んだり、横に並べたり、積み方もいろいろです 

上で紹介したもも組の積木あそびでは、積むことも、崩すことも、崩れる

ことも、「探究」や「面白い」ことがたくさんあり、友だちや保育者と響き

合って、遊びが広がり、深まっています。今後も、様々な「遊び」を通し

て、子どもたちの成長や学びを深めてまいりたいと思います。 


